
Z
P
O
改
正
案
七
五
八
条
a
お
よ
び
七
六
五
条
a
再
論

　
－
強
制
執
行
法
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
二
次
法
案
に
お
け
る
債
務
者
保
護
の
一
側
面
1

石

ア

明

Z　P　O改正案七五八条aおよび七六五条a再論

一二三四

序
　
説

改
正
法
案
七
五
八
条
a
に
つ
い
て

改
正
法
案
七
六
五
条
a
に
つ
い
て

結
　
語

一
　
序
　
説

一
　
ド
イ
ツ
民
訴
法
（
以
下
Z
P
O
と
略
す
）
七
五
八
条
a
お
よ
び
七
六
五
条
a
の
改
正
試
案
に
つ
い
て
、
私
は
か
つ
て
木
川
統
一

郎
先
生
古
希
記
念
論
文
集
「
民
事
裁
判
の
充
実
と
促
進
」
下
巻
一
頁
以
下
に
、
「
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
に
お
け
る
債
務
者
保
護
を
め

ぐ
る
若
干
の
問
題
－
一
九
九
〇
年
四
月
三
〇
日
の
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
改
正
作
業
グ
ル
ー
プ
第
一
次
中
間
報
告
書
を
中
心
に
し
て

ー
」
と
題
す
る
論
文
を
執
筆
し
た
。
そ
の
後
七
五
八
条
a
お
よ
び
七
六
五
条
a
に
つ
い
て
右
中
間
報
告
書
と
ほ
ぽ
同
一
の
条
文
が

1
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起
草
さ
れ
、
そ
れ
が
一
九
九
五
年
一
月
二
七
日
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
公
報
（
U
2
房
3
R
ω
仁
昌
α
8
富
堕
一
G。
。
巧
魯
ピ
震
δ
α
ρ
U
毎
畠
－

の
霧
ぽ
）
る
訪
“
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
強
制
執
行
法
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
二
次
法
案
」
葛
旨
名
目
は
ぎ
窃
N
≦
o
ぎ
コ
篶
ω
卑

N
①
ω
N
仁
円
＞
昌
α
o
≡
コ
騎
N
≦
餌
昌
鵯
＜
o
＝
雪
お
o
ぎ
』
コ
暢
お
o
ゴ
島
o
『
巽
＜
o
あ
o
ゴ
ユ
坤
①
昌
（
ド
N
≦
餌
昌
暢
＜
o
＝
ω
賃
①
良
仁
昌
鵯
昌
o
＜
o
一
一
①
）
、
、
が
こ

れ
で
あ
る
（
以
下
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
条
文
は
右
法
案
の
も
の
で
あ
る
）
。

二
　
便
宜
上
、
右
両
条
の
条
文
を
現
行
Z
P
O
と
改
正
法
案
双
方
に
つ
い
て
、
敢
え
て
重
複
を
い
と
わ
ず
こ
こ
に
再
録
し
て
お
く
。

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
現
行
Z
P
O
七
五
八
条
は
以
下
の
と
お
り
規
定
す
る
（
以
下
現
行
法
の
訳
は
法
務
資
料
四
二
六
号
に
よ
る
）
。

　
第
七
五
八
条
〔
捜
索
（
O
仁
3
房
8
言
品
）
、
威
力
の
行
使
（
O
睾
①
一
富
馨
雪
3
品
）
〕
　
執
行
官
は
、
執
行
の
た
め
の
必
要
と
さ
れ
る
限
り
、

　
　
債
務
者
の
住
居
（
≦
呂
壼
畠
）
及
び
保
管
場
所
（
ω
魯
痒
三
霧
①
）
を
捜
索
す
る
権
限
を
有
す
る
。

　
②
執
行
官
は
、
閉
鎖
し
た
戸
扉
（
＝
き
雪
辞
Φ
P
N
ぎ
ヨ
①
詳
辞
窪
）
及
び
保
管
場
所
を
開
か
せ
る
権
限
を
有
す
る
。

　
③
執
行
官
は
、
抵
抗
を
受
け
る
場
合
に
は
、
威
力
（
O
①
≦
巴
け
）
を
用
い
る
権
限
を
有
し
、
か
つ
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
警
察
上
の
執
行

　
　
機
関
（
℃
o
一
一
器
ま
3
①
く
o
＝
豊
霧
o
渥
き
①
）
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
法
案
七
五
八
条
a
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
新
法
案
七
五
八
条
a
（
独
文
）

　
励
誤
oo
㊤

　
　
（
一
）
　
O
一
①
≦
o
『
罠
』
口
鵬
α
①
ω
oD
魯
仁
一
α
器
お
α
餌
ぽ
o
げ
幕
α
①
ω
ω
窪
田
昌
ヨ
臣
讐
コ
鵬
⇒
葺
き
脇
O
歪
口
血
①
ぎ
R
＞
旨
o
巳
昌
＝
昌
閃

　
α
①
ω
空
9
冨
お
冨
一
号
ヨ
＞
ヨ
房
鷺
ユ
。
耳
含
ξ
魯
誓
9
け
≦
R
号
P
ぎ
号
ω
ω
窪
一
溶
臨
詩
島
①
U
E
9
ω
一
8
ど
凝
①
詠
o
眞
窪
ω
o
F
9
窃

　
鳴
犀
三
〇
窪
｝
毛
①
p
昌
島
①
国
ぎ
『
o
冨
口
閃
α
R
＞
口
o
＆
口
仁
昌
磯
α
①
コ
国
既
o
眞
α
R
U
⊆
零
『
霊
o
『
仁
昌
磯
騎
Φ
融
『
お
α
Φ
旨
（
酔
巳
ρ

　
　
（
N
）
　
＞
亀
9
Φ
く
o
一
一
ω
q
8
犀
⊆
口
鵬
Φ
営
Φ
ω
目
辞
①
一
ω
碧
噛
勾
警
ヨ
仁
口
磯
o
α
R
＝
①
茜
島
鵬
ぎ
①
＜
o
コ
国
ぎ
ヨ
①
コ
仁
b
血
四
亀
象
①
＜
o
－

　
＝
ω
霞
o
良
…
鵬
①
冒
①
ω
＝
簿
津
び
9
①
三
ω
轟
魯
励
O
O
＝
ω
け
＞
ぴ
ω
象
N
一
三
。
鐸
き
墜
宅
①
邑
2
・

2
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（
ω
）
　
薯
≡
一
讐
α
R
ω
9
巳
α
器
同
営
良
①
U
霞
o
訂
信
9
ニ
コ
鵬
①
ヨ
o
α
①
『
一
ω
件
①
一
昌
①
＞
8
三
昌
＝
コ
騎
磯
藷
窪
浮
昌
コ
”
o
ゴ
＞
び
ω
讐
N

一
ω
象
N
一
①
鑛
き
鵬
窪
o
α
Φ
『
コ
帥
9
＞
ぴ
ω
帥
け
N
一
ω
緯
N
N
①
葺
び
①
ぼ
一
一
〇
F
ω
o
げ
魯
窪
℃
霞
ω
o
幕
P
島
①
冨
凶
凪
Φ
毛
鋤
ぼ
ω
餌
ヨ
”
p
含
R

≦
o
げ
昌
仁
昌
磯
α
①
ω
oo
3
三
α
器
お
げ
ぎ
o
戸
象
Φ
O
ξ
3
霊
3
＝
口
鵬
N
一
』
9
』
罷
Φ
P
⊂
コ
獣
臣
鴨
＝
餌
詳
窪
篶
篶
口
山
び
①
二
≦
凪
Φ
名
餌
ぼ
鍔
ヨ
ω
営
ー

ゴ
m
ぴ
①
『
ω
言
α
N
⊆
＜
①
コ
B
①
こ
O
P

　
（
“
）
　
冒
o
＞
口
o
巳
コ
⊆
p
鵬
口
霧
『
＞
σ
錦
旨
一
一
ω
け
び
o
一
α
震
N
（
雪
窃
＜
o
房
q
①
良
一
旨
鵬
＜
o
旨
自
①
眞
①
P

法
案
七
五
八
条
a
の
訳
文

　
第
七
五
八
条
a

①
債
務
者
の
住
居
は
、
捜
索
が
な
さ
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
区
裁
判
所
の
裁
判
官
の
命
令
に
基
づ
く
と
き
に
限
り
、
債
務
者
の
同
意
な
く

し
て
こ
れ
を
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
令
を
求
め
る
こ
と
（
田
呂
o
冨
鑛
）
に
よ
っ
て
捜
索
の
効
果
を
損
な
う
虞
あ
る
と
き
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

②
　
空
間
の
明
渡
を
求
め
る
債
務
名
義
の
執
行
及
び
第
九
〇
八
条
に
基
づ
く
拘
留
状
の
執
行
に
つ
い
て
は
第
一
項
を
適
用
し
な
い
。

③
債
務
者
が
捜
索
に
同
意
し
、
ま
た
は
第
一
項
第
一
文
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
命
令
が
発
せ
ら
れ
若
し
く
は
命
令
が
第
一
項
第
二
文
に

よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
な
い
と
き
は
、
債
務
者
の
住
居
の
共
同
占
有
者
（
冨
置
①
≦
9
。
ぼ
旨
ヨ
）
は
捜
索
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共

同
占
有
者
に
対
す
る
不
当
に
苛
酷
な
行
為
（
§
玄
≡
鴨
＝
餌
旨
窪
）
は
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

④
強
制
執
行
の
と
き
に
は
、
第
一
項
に
よ
る
命
令
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
現
行
Z
P
O
七
六
五
条
a
は
以
下
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

第
七
六
五
条
a
〔
執
行
制
限
＜
o
＝
怨
8
ざ
粛
誘
3
舞
N
〕
①
強
制
執
行
の
処
分
（
三
践
口
昏
ヨ
Φ
）
が
、
債
権
者
を
保
護
す
る
必
要
を
十

　
分
に
尊
重
し
て
も
、
な
お
全
く
特
殊
な
事
情
の
た
め
善
良
な
風
俗
（
O
葺
①
ω
葺
①
）
に
合
致
し
な
い
苛
酷
（
＝
似
冨
o
）
な
も
の
で
あ
る
と

　
き
は
、
執
行
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
申
立
に
よ
り
、
処
分
の
全
部
も
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
取
消
、
禁
止
ま
た
は
一
時
停
止
を
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

3
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②
第
一
項
の
要
件
が
執
行
官
に
疎
明
さ
れ
、
且
つ
債
務
者
が
適
時
に
執
行
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
執

　
行
官
は
、
執
行
裁
判
所
の
裁
判
が
あ
る
ま
で
、
一
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
限
り
、
物
の
引
渡
の
た
め
の
処
分
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

③
執
行
裁
判
所
は
、
事
実
状
態
（
ω
碧
巨
譜
①
）
の
変
更
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
申
立
に
よ
り
、
そ
の
決

　
定
を
取
消
ま
た
は
変
更
す
る
。

④
第
一
項
及
び
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
執
行
処
分
の
取
消
は
、
決
定
の
確
定
を
ま
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

法
案
七
六
五
条
a
の
改
正
提
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

吻
蕊
討
＆
巳
＆
Φ
8
一
讐
鴨
餌
口
α
①
耳

　
9
0
）
ヨ
＞
げ
ω
象
N
一
薫
一
巳
口
四
9
00
四
旨
一
8
一
騎
①
昌
α
霞
ω
象
N
①
ぎ
騎
o
凄
讐
”

　
）
b
ω
一
ω
け
げ
①
注
讐
）
象
①
言
吻
刈
器
＞
げ
ω
』
ご
①
N
①
一
9
昌
9
8
＞
⇒
o
こ
昌
＝
昌
騎
窪
豊
①
二
器
ω
㊦
p
、
、

　
ぴ
）
ゴ
＞
げ
ω
讐
N
N
＆
巳
コ
㊤
3
α
o
『
＞
昌
恕
び
9
）
＞
げ
ω
簿
N
①
の
一
、
、
9
①
＞
コ
鴇
げ
9
加
象
N
一
．
．
①
ぎ
鵬
o
凄
讐
。

　
o
）
Z
碧
げ
＞
ぴ
ω
象
N
N
譲
一
巳
8
眞
①
昌
α
R
＞
σ
ω
緯
N
①
ぎ
鴨
塗
讐
”

　
一
堕
（
o
。
）
》
8
巳
壼
昌
㎎
g
屋
3
＞
ご
の
緯
N
一
ω
o
一
一
g
冒
即
ぎ
ヨ
信
昌
磯
の
ω
m
魯
2
妻
『
①
お
魯
①
p
薫
窪
口
α
R
＞
艮
『
謎
ω
冨
房
斡
窪
ω
N
≦
①
一

　
　
ゑ
0
9
g
＜
自
号
ヨ
暁
8
眞
①
器
酢
N
け
窪
菊
ぎ
目
§
窃
け
R
ヨ
ぎ
鴨
蓉
o
葺
＆
益
ち
ω
悉
α
窪
p
α
践
象
①
O
急
コ
α
ρ
帥
亀
α
窪
窪

　
　
α
①
の
＞
旨
轟
騎
げ
①
ε
算
噛
R
ω
け
コ
曽
o
『
象
①
ω
①
日
N
①
一
8
但
口
算
①
具
ω
＄
昌
α
2
ω
ぎ
α
o
α
①
『
α
R
ω
o
『
巳
α
⇒
R
O
ゴ
器
器
冒
く
震
ω
3
三
－

　
　
α
①
コ
餌
昌
①
ぎ
段
お
o
算
N
①
三
鵬
①
コ
＞
耳
『
帥
鴨
8
一
一
仁
口
騎
鷺
匡
昌
q
o
詳
要
四
『
。
、
．

　
α
）
U
一
〇
玄
筈
R
貫
o
口
＞
げ
ω
餌
け
N
o
oo
ロ
昌
血
駆
毛
①
巳
窪
良
①
＞
び
ω
餌
ひ
N
①
“
一
旨
α
㎝
■

　
①
）
一
ロ
号
ヨ
器
⊆
2
＞
げ
ω
緯
N
㎝
＆
巳
9
0
＞
p
鴇
げ
9
b
①
『
＞
び
路
言
o
一
仁
コ
α
G
。
．
．
9
肖
9
象
①
＞
口
恕
幕
五
8
＞
富
象
N
8
一
ω
帥
旨
一

　
　
但
昌
α
α
①
ω
》
げ
ω
碧
N
①
ω
“
．
、
①
『
器
訂
け

法
案
七
六
五
条
a
の
法
案
の
改
正
提
案
訳
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

4



　
　
七
六
五
条
a
は
以
下
の
と
お
り
改
正
さ
れ
る
。

　
　
の
　
第
一
項
第
一
文
に
以
下
の
第
二
文
が
追
加
さ
れ
る
。
「
裁
判
所
は
七
三
二
条
二
項
に
規
定
す
る
命
令
を
付
与
す
る
権
限
を
有
す
る
。
」

　
　
ω
第
二
項
中
「
第
一
項
」
な
る
文
言
に
「
第
一
文
」
な
る
文
言
が
加
わ
る
。

　
　
φ
第
二
項
の
次
に
、
以
下
の
第
三
項
が
追
加
さ
れ
る
。
「
⑥
第
一
項
の
命
令
は
確
定
さ
れ
た
明
渡
期
日
の
遅
く
と
も
一
週
間
前
に
申
立

　
が
な
さ
れ
た
場
合
に
か
ぎ
り
明
渡
事
件
に
つ
き
発
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
申
立
の
理
由
が
こ
の
時
点
以
降
に
は
じ
め
て
生
じ

　
た
と
き
又
は
債
務
者
が
そ
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
な
し
に
適
時
に
申
立
て
を
な
す
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
。

　
　
の
　
旧
第
三
項
及
び
第
四
項
は
、
第
四
項
及
び
第
五
項
に
な
る
。

　
　
◎
　
新
第
五
項
に
お
け
る
「
第
一
項
及
び
第
五
項
」
な
る
文
言
は
「
第
一
項
第
一
文
お
よ
び
第
四
項
」
な
る
文
言
に
変
更
す
る
。

三
　
本
稿
は
、
石
川
明
・
前
掲
論
文
を
補
足
す
る
目
的
を
も
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Z　P　O改正案七五八条aおよび七六五条a再論

二
　
改
正
法
案
七
五
八
条
a
に
つ
い
て

　
石
川
前
掲
論
文
第
三
節
は
、
Z
P
O
七
五
八
条
に
追
加
し
て
規
定
さ
れ
た
七
五
八
条
a
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
と
こ
ろ
で
、
七
五
八
条
a
第
一
項
は
、
既
述
の
と
お
り
、
「
債
務
者
の
住
居
は
、
捜
索
が
な
さ
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
区
裁
料

所
の
裁
判
官
の
命
令
に
基
づ
く
と
き
に
限
り
、
債
務
者
の
同
意
な
く
し
て
こ
れ
を
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

捜
索
命
令
の
管
轄
裁
判
所
は
、
Z
P
O
七
六
一
条
の
夜
間
、
休
日
執
行
の
許
可
を
与
え
る
管
轄
裁
判
所
と
同
一
の
裁
判
所
で
あ
り
、

債
務
者
が
住
居
の
捜
索
を
同
意
し
た
場
合
に
は
命
令
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
住
居
の
捜
索
の
み
が
規

定
さ
れ
、
住
居
に
事
務
所
（
O
。
ω
魯
籔
舅
ぎ
ヨ
窪
）
を
含
め
る
か
否
か
、
債
務
者
の
同
意
に
親
族
あ
る
い
は
代
理
人
に
よ
る
同
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

含
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
問
題
が
あ
る
。

5
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第
二
文
は
「
命
令
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
捜
索
の
効
果
を
損
な
う
虞
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
表
現
に
よ
っ
て
執
行
裁
判
所
の
判
断
の
基
準
と
し
て
「
執
行
の
遅
滞
の
虞
」
（
基
本
法
一
三
条
二
項
と
関
連
す
る
）
を
も
含
め
た

　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
第
二
項
は
、
従
来
議
論
の
あ
っ
た
間
題
を
立
法
的
に
解
決
し
た
条
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
住
居
の
明
渡
し
に
あ
た

り
、
特
に
た
と
え
ば
和
解
調
書
に
よ
る
場
合
の
よ
う
に
裁
判
以
外
の
債
務
名
義
に
よ
る
住
居
の
明
渡
し
に
あ
た
り
、
債
務
者
に
対
す

る
捜
索
命
令
を
必
要
と
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
法
案
は
明
示
的
に
こ
れ
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

霞
山
目
冨
旙
の
賛
成
意
見
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
右
第
二
項
は
、
債
務
者
が
当
該
住
居
中
に
隠
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
拘
留
す
べ
く
、
そ
の
発
見
の
た
め
に
住
居
の
捜

索
を
必
要
と
す
る
が
ご
と
き
場
合
に
つ
い
て
例
外
を
意
識
的
に
設
け
な
か
っ
た
点
は
憲
法
上
若
干
間
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
日
本
に
は
債
務
者
の
拘
留
と
い
う
執
行
方
法
が
存
し
な
い
た
め
、
同
条
の
拘
留
を
め
ぐ
る
議
論
は
直
接
に
は
日
本
法
の
解
釈
の
た

め
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
第
二
項
の
拘
留
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
に
言
及
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
こ
こ
で
敢
え
て
こ
の
間
題
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、
第
二
項
の
拘
留
に
つ
き
命
令
が
あ
れ
ば
特
別
の
捜
索
命
令
を
必
要
と
し
な

い
旨
の
規
定
に
は
間
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
右
の
点
は
憲
法
上
の
間
題
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
け
だ
し
Z
P
O
九
〇
一
条
の
拘
留
命
令
は
住
居
の
明
渡
命
令
と
は
異
な
り
、
そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
に
よ

り
住
居
の
占
有
権
（
望
簿
§
9
耳
）
を
奪
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
拘
留
に
あ
た
っ
て
債
務
者
を
捜
索

す
る
た
め
に
住
居
の
平
穏
を
害
す
る
と
い
う
点
で
は
、
差
押
物
の
捜
索
と
な
ん
ら
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
住
居
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

穏
を
規
定
す
る
基
本
法
二
二
条
二
項
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
明
示
的
に
判
示
し
た
よ
う
に
、
損
害
に
つ
い
て
人
と
物
と
を
区
別
し
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
住
居
の
平
穏
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
物
の
差
押
え
の
た
め
の
捜
索
に
つ
き
裁
判
官
の
命
令
を
必

6
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要
と
す
る
こ
と
と
平
灰
を
合
わ
せ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
人
を
拘
留
す
る
た
め
の
捜
索
に
つ
い
て
も
同
様
に
裁
判
官
の
命
令
を
必
要
と

す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
の
立
場
は
一
貫
し
な
い
こ

と
に
な
る
。

三
　
加
え
て
法
案
七
五
八
条
a
第
三
項
に
つ
い
て
も
若
干
の
間
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
石
川
前
掲
論
文
一
五
頁
で
、
私
は
第
三

項
の
認
め
て
い
る
当
該
住
居
の
共
同
占
有
者
の
捜
索
に
関
す
る
基
本
的
受
忍
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
は
通
説
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
、
と
書
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
当
該
住
居
の
共
同
占
有
者
の
住
居
の
平
穏
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
右
の
取
扱
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

若
干
の
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
も
書
い
て
そ
の
問
題
性
を
提
起
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
若
干
補
足
す
れ
ば
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
た
る
共
同
占
有
者
が
捜
索
の
受
忍
義
務
を
有
す
る
と
き
に
あ
わ
せ
て
共
同
占
有
者
た
る

第
三
者
に
も
実
体
法
上
受
忍
義
務
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
右
第
三
者
に
対
し
て
も
そ
の
住
居
の
平
穏
を
保
障
す
る
た
め
に
は
こ

れ
に
対
す
る
第
一
項
の
命
令
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
第
三
項
が
共
同
占
有

者
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
ボ
ン
基
本
法
一
三
条
二
項
に
違
反
す
る
疑
問
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
第
三
者
た
る
住
居
の
共
同
占
有
者
に
対
し
て
特
別
な
捜
索
命
令
を
必
要
と
す
る
こ
と
な

く
、
共
同
占
有
者
た
る
債
務
者
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
も
っ
て
憲
法
上
適
法
に
捜
索
を
な
し
う
る
と
解
す
る
根
拠
は
、
条
文
や
法
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

理
由
書
の
い
ず
れ
か
ら
も
こ
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
基
本
法
一
三
条
二
項
は
特
に
「
債
務
者
」
な
る
文
言

を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三
者
に
対
し
て
こ
の
種
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
基
本
法
上
違
法
で
あ
る
と
い
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
種
の
命
令
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

種
の
命
令
に
つ
い
て
は
法
律
上
こ
れ
を
認
め
る
直
接
の
規
定
が
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
と
か
不
必
要
で
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

見
解
は
不
当
な
解
釈
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
三
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
拘
留
さ
る
べ
き
債
務
者
が
債
務
者
の
住
居
に
で
は
な
く
、
第
三
者
の
住
居
に
い
る
場
合
は
第
二
項
の

7
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（
9
）

適
用
は
な
い
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
債
務
者
の
差
押
え
る
べ
き
動
産
が

第
三
者
の
住
居
に
あ
る
場
合
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
右
の
場
合
に
、
執
行
官
は
Z
P
O
七
五
八
条
の
み
に
よ
っ
て
第
三
者

の
住
居
を
捜
索
差
押
え
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、
第
三
者
の
住
居
に
出
向
い
て
単
に
Z
P
O
八
〇
九
条
の
引
渡
を
求
め
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

き
る
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
場
合
債
務
者
は
債
務
者
の
動
産
の
差
押
の
目
的
を
も
っ
て
第
三
者
の
住
居
の
捜
索
命
令

の
発
令
を
求
め
る
こ
と
は
法
律
上
の
根
拠
を
欠
き
で
き
な
い
し
、
裁
判
所
も
こ
の
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ
刑

訴
法
一
〇
三
条
は
〔
法
務
資
料
四
三
七
号
（
一
九
八
一
年
）
三
四
頁
以
下
に
よ
る
〕

　
第
一
〇
三
条
〔
被
疑
者
以
外
の
者
の
場
合
の
捜
索
〕
①
前
条
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
の
場
合
に
は
、
響
の
逮
捕
又
は
犯
罪
行
為
の
証

　
　
跡
追
及
若
し
く
は
あ
る
物
の
差
押
の
た
め
に
、
か
つ
捜
索
さ
れ
る
人
、
証
跡
又
は
物
が
捜
索
さ
れ
る
べ
き
場
所
に
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き

　
　
る
事
実
の
存
す
る
と
き
に
限
り
、
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
刑
法
第
一
二
九
条
a
に
定
め
る
犯
罪
行
為
又
は
同
条
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪

　
　
行
為
の
一
つ
を
行
っ
た
嫌
疑
が
十
分
で
あ
る
被
疑
者
の
逮
捕
の
た
め
に
は
、
あ
る
事
実
に
基
づ
き
、
そ
の
者
が
滞
在
し
て
い
る
と
推
測
さ

　
　
れ
る
建
物
に
複
数
の
住
居
そ
の
他
の
場
所
が
あ
る
と
き
も
、
こ
れ
ら
の
住
居
そ
の
他
の
場
所
を
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
前
項
第
一
文
に
定
め
る
制
限
は
、
被
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
場
所
、
又
は
追
跡
中
に
被
疑
者
が
立
ち
入
っ
た
場
所
に
は
適
用
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
民
事
執
行
に
お
け
る
債
務
者
の
拘
留
に
つ
き
同
条
に
準
じ
た
取
扱
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

動
産
の
差
押
え
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
取
扱
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
場
合

必
要
が
あ
れ
ば
、
Z
P
O
八
四
六
条
以
下
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
Z
P
O
八
五
七
条
の
補
助
的
差
押
（
田
野
覧
ぎ
身
お
）
、
Z
P
O

八
三
六
条
第
三
項
第
二
文
を
類
推
し
て
鍵
の
取
り
上
げ
（
日
一
一
≦
①
讐
魯
ヨ
窪
①
ぎ
8
縛
巨
富
ω
。
邑
に
よ
り
対
処
す
る
こ
と
を
も
っ

て
足
り
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
第
三
者
が
執
行
債
権
の
債
権
者
の
立
入
り
を
拒
否
し
た
こ
と
を
理
由
に
立
入
り
受
忍
の
訴
求
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

な
さ
れ
た
と
き
、
第
三
者
は
執
行
債
務
者
に
な
る
こ
と
に
な
る
。

　
七
五
八
条
a
第
三
項
に
あ
っ
て
は
、
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
の
同
一
住
居
に
対
す
る
共
同
占
有
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

8
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か
ら
文
言
上
「
債
務
者
（
単
数
形
）
の
住
居
に
関
す
る
共
同
占
有
」
（
象
①
ζ
凝
①
≦
9。
ぼ
雛
ヨ
き
号
『
≦
o
目
…
鴨
α
嘆
ω
9
巳
身
R
ω
）

と
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
よ
り
正
確
に
は
「
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
の
共
同
占
有
に
か
か
る
住
居
」
（
号
ω
ω
9
三
9
－

霞
ω
⊆
且
号
ω
U
葺
鼠
霧
）
と
の
文
言
を
用
い
る
の
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
文
言
・
表
現
上
の
問
題
で
あ

る
。
あ
え
て
こ
れ
を
も
っ
て
立
法
批
判
の
対
象
と
は
し
な
い
。
若
干
揚
げ
足
と
り
的
な
批
判
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
現
行
Z
P
O
七
五
五
条
は
執
行
官
の
債
務
者
に
対
す
る
執
行
処
分
の
権
限
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
に
対
す
る
執
行
権
限
に
つ
い
て

も
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
Z
P
O
七
五
五
条
〔
執
行
官
の
授
権
〕
　
執
行
官
は
債
務
者
及
び
第
三
者
に
対
し
、
強
制
執
行
の
実
施
及
び
七
五
四
条
に
規
定
さ
れ
た
行
為

　
　
を
な
す
権
限
を
有
す
る
。
債
権
者
は
申
立
の
暇
疵
又
は
制
限
は
こ
れ
等
の
者
に
対
す
る
関
係
で
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
執
行
官
の
対
第
三
者
関
係
に
お
け
る
執
行
権
限
に
つ
い
て
我
が
国
の
民
事
執
行
法
に
は
規
定
が
な

い
。
Z
P
O
の
解
釈
と
し
て
、
裁
判
所
の
命
令
が
あ
れ
ば
同
条
の
解
釈
か
ら
み
て
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
と
の
共
同
占
有
に
な
る
住

居
に
お
け
る
差
押
動
産
の
捜
索
が
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
加
え
て
、
法
案
七
五
八
条
a
第
三

項
第
二
文
は
、
「
債
務
者
の
住
居
の
共
同
占
有
者
に
対
す
る
不
当
に
苛
酷
な
執
行
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
旨
規
定
し
て
い

る
。
こ
の
規
定
は
、
債
務
者
の
住
居
が
第
三
者
と
の
共
同
占
有
に
か
か
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
対
し
て
執
行
を
な
し
う
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
並
び
に
共
同
占
有
者
双
方
に
対
す
る
捜
索
命
令
が
あ
れ
ば
執
行
官
は
共
同
占
有
に

か
か
る
住
居
に
立
入
り
債
務
者
の
動
産
を
差
押
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
同
時
に
、
共
同
占
有
者
た
る
債
務
者
に
対
す
る
執
行
命
令

の
み
を
も
っ
て
他
の
共
同
占
有
者
の
い
る
共
同
占
有
住
居
に
お
い
て
動
産
執
行
を
な
す
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

　
当
該
住
居
に
つ
い
て
債
務
者
以
外
の
共
同
占
有
者
が
い
る
と
き
、
債
務
者
に
対
す
る
捜
索
命
令
の
み
を
も
っ
て
当
該
住
居
に
対
し

執
行
を
な
し
う
る
の
で
は
な
く
、
双
方
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
必
要
と
す
る
と
解
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
共
同
占
有
者
に
対
す
る
捜

索
命
令
を
申
請
す
る
の
に
執
行
開
始
前
に
共
同
占
有
者
の
存
在
並
び
に
そ
の
氏
名
を
適
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
困
難
が
伴
う
場
合
が

9



法学研究70巻5号（’97：5）

あ
る
。
債
務
者
の
住
居
に
お
け
る
動
産
差
押
え
を
な
す
に
あ
た
り
、
共
同
占
有
者
が
執
行
官
に
共
同
占
有
者
の
存
在
を
名
乗
り
出
た

場
合
に
は
、
共
同
占
有
者
た
る
債
務
者
の
み
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
も
っ
て
、
敢
え
て
当
該
執
行
を
な
せ
ば
、
そ
れ
は
不
適
法
に
な

る
が
た
め
に
、
適
法
な
執
行
を
な
す
た
め
に
、
債
務
者
と
し
て
は
第
三
者
た
る
共
同
占
有
者
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
付
与
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
第
一
回
の
執
行
の
試
み
に
対
し
て
、
第
三
者
た
る
共
同
占
有
者
が

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
が
当
該
執
行
に
同
意
し
な
い
た
め
に
、
右
第
三
者
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
付
与
さ
れ
て
第
二
回
の
執
行

を
な
す
間
に
、
差
押
え
る
べ
き
有
体
動
産
が
隠
匿
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
予
想
さ
れ
る
事
態
は
執
行
の
機
能
を
著
し

く
減
殺
す
る
と
の
批
判
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
実
上
の
問
題
と
し
て
、
第
一
回
の
執
行
に
対
し
て
、
第
三
者
た
る
共
同

占
有
者
が
自
ら
に
対
す
る
捜
索
命
令
を
欠
く
執
行
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
右
の
機
能
減
殺
の
危

険
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
と
か
、
ま
た
そ
の
危
険
が
明
白
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
七
五
八
条
a
一
項

二
文
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
反
論
も
考
え
ら
れ
る
。
第
三
者
た
る
住
居
の
共
同
占
有
者
の
住
居
の
平
穏
権
と
い
う
も

の
を
考
え
た
場
合
、
債
務
者
に
対
す
る
捜
索
命
令
の
み
を
も
っ
て
共
同
占
有
者
に
か
か
る
住
居
に
対
す
る
動
産
執
行
を
許
す
こ
と
に

つ
い
て
間
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
る
議
論
で
あ
る
。
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改
正
法
案
七
六
五
条
a
に
つ
い
て

Z　P　O改正案七五八条aおよび七六五条a再論

　
法
案
同
条
第
三
項
は
、
住
居
の
明
渡
し
執
行
に
お
い
て
債
務
者
が
家
具
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
の
立
入
り
を
拒
ん
だ
と
か
債
務
者
の
居

住
家
屋
の
入
口
に
横
付
け
し
た
段
階
で
明
渡
し
を
な
す
べ
き
債
務
者
が
七
六
五
条
a
の
申
立
て
を
な
す
よ
う
な
乱
用
的
申
立
て
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
塗
）
（
3
）

従
来
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
対
抗
策
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
右
第
三
項
は
い
わ
ゆ
る
訓
示
規
定
（
ω
o
亭

＜
9
零
ぼ
洋
）
で
あ
っ
て
（
山
田
晟
編
・
ド
イ
ツ
法
律
用
語
辞
典
改
訂
増
補
版
五
七
九
頁
に
よ
れ
ば
、
竃
島
＜
o
吋
ω
o
ぼ
痒
と
異
な
り
、
こ
れ

に
違
反
し
て
も
行
為
は
無
効
に
な
ら
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
）
、
債
権
者
の
負
担
を
本
項
に
よ
り
解
消
し
う
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
明
渡
執
行
直
前
の
申
立
て
で
は
、
「
自
殺
の
危
険
」
（
ω
三
N
こ
鴇
富
ぼ
）
又
は
「
差
迫
っ
た
且
つ
回
復
し
難
い
健
康
上

の
損
害
」
（
＜
9
身
o
冨
＆
窪
ぼ
8
費
ぎ
一
窪
O
窃
琶
穿
①
富
ω
3
鐘
窪
）
が
理
由
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
債
務
者
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
か
か
る
事
由
が
時
機
に
後
れ
て
主
張
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
主
張
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
か
か
る
申
立
て
を
排
除
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反
の
誹
り
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

「
遅
き
に
失
し
た
者
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
病
み
衰
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
㌔
震
鍔
呂
簿
ぎ
ヨ
艮
）
ヨ
島
篶
－

鷺
冨
器
亀
毘
霧
冨
き
窪
○
α
震
3
ま
霧
8
9
窪
．
．
）
と
い
う
取
扱
は
、
ま
さ
に
本
末
転
倒
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
実
務
の
知
恵
は
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

場
合
、
こ
の
よ
う
な
本
末
転
倒
を
回
避
す
る
取
扱
を
確
立
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
七
五
八
条
a
第
一
項
は
動
産
執
行
の
た
め
の
住
居
の
捜
索
に
つ
い
て
執
行
裁
判
所
に
よ
る
住
居
の
捜
索

命
令
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
住
居
の
平
穏
を
保
障
し
た
。
そ
れ
自
体
日
本
法
の
構
成
と
比
較
し
て
立
法
政
策
的

に
み
て
一
つ
の
進
歩
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
の
ほ
か
に
住
居
の
共
同
占
有
者
が
い
る
場
合
、
こ
の
者
も
債
務
者
に
対

す
る
捜
索
命
令
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
し
た
が
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
共
同
占
有
者
の
住
居
の
平
穏
を

い
か
に
保
障
す
る
か
が
間
題
に
な
る
。
｝
歩
踏
み
込
ん
で
住
居
の
共
同
占
有
者
に
対
す
る
捜
索
命
令
も
必
要
と
す
る
か
否
か
の
点
に

つ
い
て
更
に
進
ん
だ
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
住
居
の
共
同
占
有
者
た
る
第
三
者
に
対

す
る
捜
索
命
令
を
も
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
事
実
上
執
行
が
不
可
能
に
な
る
と
い
う
べ
き
な
の
か
。
一
考
を
要
す
る
問
題
で

あ
る
。

　
わ
が
国
に
存
し
な
い
制
度
で
は
あ
る
が
執
行
手
続
と
し
て
の
拘
留
状
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
第
三
者
の
住
居
に
い
る
場

合
当
該
第
三
者
の
住
居
の
平
穏
を
い
か
に
保
護
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
苛
酷
執
行
に
お
け
る
債
権
者
と
債
務
者
の
利
益
調
整
は
苛
酷

執
行
に
お
け
る
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
今
回
の
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
の
改
正
法
案
は
、
我
が
民
事
執
行
法

上
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
間
題
点
を
提
示
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
今
後
検
討
さ
る
べ
き
間
題



提
起
と
な
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

［
後
記
］
　
一
九
九
七
年
二
月
渇
R
貯
ぼ
g
曽
g
窪
帥
ヨ
＞
一
拐
彊
轟
α
窃
8
し
魯
旨
仁
昌
α
R
3
男
霧
房
9
饒
二
酵
O
①
旨
貰
α
一
穿
①

N
⊆
B
き
。
O
魯
員
聾
譜
、
、
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
に
ζ
O
醤
箒
磧
教
授
の
論
文
b
の
ヨ
①
詩
琶
篶
口
釜
ヨ
国
艮
≦
仁
ヰ
α
震
N
譲
魯
窪

N
≦
き
窃
＜
o
房
霞
9
ざ
轟
ω
8
＜
巴
①
．
、
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
校
正
の
段
階
で
同
論
文
に
接
し
た
。

Z　P　O改正案七五八条aおよび七六五条a再論
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